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はじめに

動物実験施設における清浄区域への物品（飼育機器や器材、PC、実験機
器類等）の搬入は、病原性微生物を持ち込まないために滅菌（除染）や消毒
処置を行う必要がある。主な滅菌（除染）法には、オートクレーブ（AC）滅菌法
とガス滅菌（または除染）法があり、滅菌物の耐熱性または非耐熱性により使
い分けられている。

また、飼育室や（感染）実験室の除染には、ガス等を用いた空間除染が行わ
れている。

平成13年（2001年）エチレンオキサイドガス（EOG)、平成20年（2008年）ホル
ムアルデヒドが、人体への影響を含む管理上の問題から労働安全衛生法施
行令が改正された。

過酸化水素ガス、二酸化塩素ガス、オゾンガス、過酢酸製剤、低温蒸気ホル
ムアルデヒドガス等が使用されることになった。
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手術医療の実践ガイドライン（改訂第三版）(2019)

（日本手術医学会）

（解説）

・過酸化水素ガスプラズマ滅菌

約1 時間で滅菌が終了し，直ぐに使用できることと毒性がないことが特徴である。ランニ

ングコストは他の滅菌装置に比べて高くつく。セルロース，ガーゼ，スポンジ，粉末，液

体は滅菌できないし，包装紙もポリエチレンやポリプロピレン製が必要である。

・過酸化水素ガス滅菌

包装材にはポリプロピレン製やポリエチレン製不織布を用いる。過酸化水素を吸収する

紙，リネン，綿布，ガーゼ，セルロースおよび液体や粉末は滅菌できない。

・低温蒸気ホルムアルデヒド滅菌

対象器材は基本的にEOG 滅菌と同じで，包装材としては不織布が推奨されている。滅菌

コンテナの使用は確定されていない。ホルムアルデヒドは国際がん研究機関が発がん

性があると認定しており，EOG と同様に特定化学物質障害予防規則に含まれている。
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滅菌保証ガイドライン2021
（（一社）日本医療機器学会）

１．高圧蒸気滅菌
２．エチレンオキサイド（EOG）滅菌
（酸化エチレンガス）
３．過酸化水素ガスプラズマ滅菌
４．過酸化水素ガス滅菌
５．低温蒸気ホルムアルデヒド滅菌
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滅菌（除染）装置を導入するにあたり検討すること

１．新築（増築）で導入場合は、設計段階で建屋の空調設備（蒸気等の配管や

排気ダクト）の他、早期に滅菌（除染）装置を決める必要がある。（建築状況

と設備搬入のスケジュール調整）

２．労働安全衛生に適した装置（例．人への安全性、作業性または効率）

３．動物実験施設内のどこの場所で使用するか？（通常は洗浄室）

（飼育室や（感染）実験室を除染するには可動式の装置がよい？）

４．滅菌物の対象は何か？（飼育器材や機器類、実験機器類の材質、量、サ

イズ）

５．滅菌、殺菌等の効果の高いもの（腐食性の少ないもの）

６．予算や経費（滅菌（除染）装置の導入、ランニングコスト、メンテナンス）

（※ランニング数によっては飼育器材管理だけでなく、利用者の実験への影響？？）
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国立長寿医療研究センターでは、長寿科学や老年学・老年医学に関する

総合的・中核的な国立の研究機関である。研究所では、老化の制御やメカニ

ズム、認知症（アルツハイマー病含む）、骨粗鬆症、口腔歯科疾患等の研究

が行われている。実験動物施設棟では、研究に使用されるモデル動物の他

に、加齢動物（エージングファーム）を長期飼育（～24ヶ月齢）し、研究者に提

供している。

実験動物施設棟は、2012年9月に新棟が完成した。

・設計段階で滅菌（除染）装置の導入が計画されていなかった

・装置購入の予算措置が消えてしまっていた

・施設稼働までの期間が短かった（事務手続き）

国立長寿医療研究センターに導入した除染法の紹介

（核酸分解可能な複合ガスによる滅菌システム）

装置が安価→納期が早い（建屋に影響ない）→ランニングコストが安価→安全性
→搬入物品への影響（腐食、残存性）
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・銅（Cu）を触媒として酸化銅とメタノール（MeOH）の酸化還元反応を制御す

ることにより、最適な複合ガスを生成する。

・ガスの主要成分は、ホルムアルデヒド（HCHO）とメタノールを含む水素（H2)、

二酸化炭素（CO2）、酸素（O2）、窒素（N）、水分子（H2O）の組成で、容積に応

じた一定量のメタノールで生成されたガス成分は暴露後に強制的に分解処

理される。

・装置には触媒反応炉を搭載し、触媒の化学反応は供給されるメタノールと

空気の量によって調整される。この反応中は外部からの熱エネルギーを

必要としない自己反応状態であり、除染ガスとして機能する混合ガス成分

の混合比を制御することで、除染対象の病原体に対する有効性を発揮する。

・除染ガスには、核酸（DNA,RNA）を99.99%分解する能力を有しており、病原体

核内の核酸を分解し失活させる。

核酸分解可能な気相式除染技術

（他の滅菌（除染）装置では検証されていない）
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次世代の滅菌ソリューション

Nature Vol.598、No.7882, 28 October 2021
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パスルーム（洗浄室側）10m3

ガス消毒器システム

①ガス発生装置
②ガス分解装置

①

②

複合ガスによる除染システム

滅菌物
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複合ガス除染工程

ガス発生：

1.5時間

ガス濃度維持：

3時間

排気（分解）：

1.5時間

メタノール使用量：300ml

（約300円）

ケミカルインジケーター

（F-sign）
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ケミカルインジケーターの表示が薄くなった。表示の色にむらがある。

トラブル事例

原因；空調ダンパーの劣化（完全に閉まらない）→ガス漏洩
営利目的でのご利用はご遠慮ください。 www.icrweb.jp
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既設URM 2021年2月15日
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Fig.1-2
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Fig.2-2：改修前後比較既設URM 改修後 Bacillus atrophaeus 14日間陰性

営利目的でのご利用はご遠慮ください。 www.icrweb.jp



Fig.2-3：改修前後比較既設URM BI培養 Bacillus atrophaeus 6日7日陰性
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Fig.2-6：改修後の既設URM除染前後写真(1) 初期設置状況と除染後のCI

除染前CI-Ⓓ、BI-① 除染前BI-②③④、CI-©

BI-②
BI-③
CI-©

BI-④

除染後CI-Ⓓ、BI-① 除染後CI-©、BI-③
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複合ガスによる除染システム

P3感染実験室 約50m3
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室温・常圧での室内燻蒸例： P3感染実験室 約50m3 （工程）

18
HEPAフィルター交換（2年1回）

外注委託（滅菌作業のみ）150-200万円
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19

P3A感染実験室約50m3 （ BI培養結果）

19
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実験機器

電子機器

プラスチックチューブ

飼育器材

グローブ

ビニール
袋

筆記具

紙類

掃除用具

複合ガスで除染した物品類
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複合ガスで除染したPC

100回以上の除染回数（記録に挑戦中！！）
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発生装置

複合ガス発生装置

腐食なし

本体前面

本体背面
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複合ガス発生装置（後継機種）

メタノール使用量（1回）：60ml

（約750円） ※メーカー購入価格

steriXcure （株）シーライブ
営利目的でのご利用はご遠慮ください。 www.icrweb.jp



24

steriXcure：核酸分解可能な滅菌システム構築
陰圧室として機能する除染室を実現する（任意サイズで庫内別室可能）

✓ 実験動物舎（パスルームへ適用可能）
✓ 滅菌処理室として機能するDNA・RNAフリーチャンバーシステム
✓ 養生・サニテーション（清拭）不要運用可能

大型チャンバー内での核酸分解・滅菌処理等を必要とするケース

製品の仕様

・チャンバー一体型（10～100m3)
・常圧滅菌処理システム
・庫内運用温度１５℃～４０℃運用

【概要仕様】
・SteriX_Cureを庫内設置して運用する
・SteriX_一体型(分離型可)＋循環装置
・庫内温度調製器仕様対応
（MAX６５℃）
・除染時間：5～24時間（容積依存）
・濃度：適宜（80～250）ppm

【ガス分解機能】・酸化触媒反応（Pt)
【エアレーション】・吸入、排気必要
【モニター機能】・データログ、グラフ

SteriX_Cube_1010仕様・チャンバー・システム
（イメージ図）

※写真は各社ホームページ
より引用

SteriX_Cube1010-

1R5ES

除染ガス曝露処理室

SteriXCure

GE100-ES

除染ガス発生装置

24
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まとめ

・低温での除染が可能であった。

・滅菌用の容器（チャンバー）がなくとも、小さな部屋（空調ダンパー、排気用ダ

クトは必要）でも十分除染は可能である。

・多数回の除染でも物品の腐食性は観察されなかっただけでなく残留性もほと

んどなかった。

・日常の運用では特にメンテナンスは必要なく、1回のコスト費用が安価であった。

また、装置の導入費用も他の装置よりも低価格であった。

・装置が移動式であることから、洗浄室や感染実験室等での使用が可能であっ

た。

・複合ガスを使用した除染方法の運用から、感染事故は発生していない。

以上のことから、エチレンオキサイドガスやホルマリンに替わる新たなるガス除
染法として有用と考えられる。
また、日常のメンテナンス等の実用性、ランニングコストも安価であることから高
く評価できる。
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